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目 的 ）

海 洋 藍 藻 S7necloeoccus 　 sp ・NKBGO42902 に 感 染 す る シ ア ノ フ ァ
＿

ジ の

キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン

（農 エ 大 ・工 ・物 質 生 物 ）　　 早 出 広 司 ・○ 大 関 美 代 子 ・松 永 是

演 者 ら は 海 洋 藍 藻 の た め の フ ァ
ー ジ ベ ク タ

ーを 開 発 す る こ と を 目的 と し て 、海 洋

藍 藻 に 感 染 す る シ ア ノ フ ァ
ー ジ に 関 す る 研 究 を 行 って い る

。 今 回 は 、 海 洋 藍 藻 Srnecho −

coec 〃 s 　 sp ．NKBGO42902 に 感 染 す る シ ア ノ フ ァ
ー ジ の 特 性 に つ い て 報 告 す る 。

方 法 ）　 演 者 ら に よ ・ て 東 京 湾 の 海 水 か ら 単

．
雛 さ れ た 海 洋 シ ア ノ フ 。

一 ジ を 濃 縮 後 、 海 洋

藍 藻 S− nech … ccas 　 sp ・NKBG 。429 。2 に 加 え 、 シ ア ノ フ ・
一 ジ を 海 洋 藍 蘭 礁 染 、 増 殖 さ

せ た 。得 ら れ た 溶 菌 液 を 濃 縮 し て TEM に よ る 形 態 観 察 、宿 主 域 の 検 討 、 DNA の 解 桁 、
溶 原 性 の 確 驩 お よ び 誘 発 原 の 検 討 な ど の キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン を 行 っ た

。

結 果 ）　 海 洋 藍 藻 NKBGO42902 に 感 染 す る シ ア ノ フ ァ
ー ジ を TEM を 用 い

．
て 観 察 し た 結 果 、

こ の シ ア ノ フ ァ
ー ジ は 収 縮 す る 尾 部 を も ち 、 こ れ に よ り 2 っ の 異 な る 形 態 を 取 り 得 る こ と

が わ か っ た 。 単 細 胞 性 の 籃 藻 に 感 染 す る シ ア ノ フ ァ
・一・ジ で こ の よ う な 特 徴 を 有 す る も の は

淡 水 性 の 藍 藻 ノnac7stt
’
s　nVdu ／efiS を ホ ス ト と す る AS − 1 だ け で あ る 。 し か し AS − 1

は NKBGO42902 に は 感 染 し な い こ と 、 ま た こ の シ ア ノ フ ァ
ー

ジ が A．　 nidu ／ffns に は 感 染 し な

い こ と 、 AS − 1 の DNA と こ の ．シ ア ノ フ ァ
ー

ジ の DNA と の 間 に は ホ モ ロ ジ ーが 見 ら れ

な か っ た こ と か ら 、新 種 の シ ア ノ フ ァ
ー ジ で あ る と 思 わ れ る 。ゲ ノ ム は 2 重 螺 旋 DNA で

あ り 、 40Kb以 上 の 大 き さ を も つ て い た 。 さ ら に 、 こ の シ ア ノ フ ァ
ー ジ は テ ン ペ レ ー ト フ ァ

ー ジ で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。誘 発 原 と し て 紫 外 線 照 射 、
ヒ ー ト シ ョ ッ ク 、 マ イ ト マ イ シ

ン C の 投 与 を 行 う た 結 果 、 マ イ ト マ イ シ ン C に よ り 誘 発 さ れ た 。 NKBGb42ge2Yj 外 の 海 洋 藍

藻 に 対 し て 宿 主 域 の 検 索 を 行 っ ＃が 、 ホ ス ト と な る 藍 藻 は 観 察 さ れ な か っ た 。
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海 洋 藍 藻 を 用 い た 外 来 遺 伝 子 の 発 現

（東 京 農 工 大 ・工 ・物 生 ）　 早 出 広 司 、 ○ 多 田 羅 昌 浩 、松 永 是

［目 的 ］　 海 洋 藍 藻 を 用 い て 有 用 物 質 を 高 効 率 に 発 現 さ せ る た め に は 、 海 洋 藍 藻 内 で 活 性

の 強 い プ ロ モ
ー

タ
ー

を 用 い る こ と が 必 要 で あ る 。演 者 ら は 既 に 、接 合 伝 達 に よ り 海 洋 藍 藻

に 遺 伝 子 を 導 入 す る こ と に 成 功 し て い る 。本 研 究 で は 、 ．接 合 伝 達 に よ り 海 洋 藍 藻 に chlor −

amphenicol 　 acetyltransferase （CAT ）遺 伝 子 を 組 込 ん だ プ ラ ス ミ ド を 導 入 し 、　 CAT の 発

現 を 検 討 す る と 共 に 海 洋 藍 藻 内 で 活 性 の 強 い プ ロ モ ー
タ ー を 検 索 す る こ と を 目 的 に 実 験 を

行 っ た e

匚方 法 お よ び 結 果 ユ　 ベ ク タ ープ ラ ス ミ ド と し て ほ、被 伝 達 能 を 有 す る 広 宿 主 域 ベ ク タ
ー

で あ る pKT230 を 用 い た 。ま ず 、　 pKT230 に コ ー ド さ れ て い る Km の プ m モ
ー

タ ー の 下 流 に CAT

遺 伝 子 を 組 み 込 み 、 2 種 類 の プ ラ ス ミ ド pKCAT230
− 1 （CAT 遺 伝 子 が 1 個 組 み 込 ま れ た プ ラ

ス ミ ド ） 、 pKCAT230 −2 （CAT 遺 伝 子 が 2 個 組 み 込 ま れ た プ ラ ス ミ ド ） を 作 製 し た 。作 製 し

た 2 種 類 の プ ラ ス ミ ド を 、 1妾 合 能 を も つ 大 腸 菌 S17 − 1 に 形 質 転 換 し 、 海 洋 藍 藻 NKBG15041c

と 混 合 す る こ と に よ り 接 舍 伝 達 を 行 った 。 得 ら れ た 接 合 伝 達 体 を 用 い て CAT ア ッ セ ィ を 行

い 海 洋 藍 藻 内 で の CAT の 発 現 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 15041c ／pKCAT230 −1，15041c ／pKCAT23

e− 2 の 両 株 で 単 位 菌 体 当 た り に 発 現 す る eAT の 量 は 増 殖 に よ ら ず ほ ぼ 一定 で あ り 、 15041c ．

／pKCAT230 −1 で は 4．5nunit ／cell 、 15041c ／pKCAT230 −・2で は 10nunit ／cel1 で あ っ た 。 こ の

結 果 か ら 、 15041c ／pKCA
・
T230 − 2で の CAT の 娶 現 量 は 、 15041c ／pKCAT230 −1で の 癸 現 量 の 2

倍 程 度 で あ る こ と．が 分 か っ た 。 現 在 、海 洋 藍 藻 内 で 活 性 の 強 い プ ロ モ ータ ーを 検 索 す る た

め 、 プ ロ モ ー
タ ー検 索 用 ベ ク タ ーを 作 製 中 で あ る 。
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